
５D生体イメージングによる免疫応答
の解析および未病の検出

カルシウムは細胞内のシグナル伝達で広く使われている。そこで、カル
シウムバイオセンサーYellow Cameleon (YC3.60) を用いて細胞系譜特異
的発現マウスを作製し、５D生体イメージング（x、y、z、時間、カルシウム
シグナリング）を確立した。このマウスでは病態を発症する前の生体の
ひずみ（未病）を検出でき、病因・病態の解明のみならず、予防法、創薬
の開発にも有効なツールであると期待される。
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